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公益財団法人日本科学技術振興財団役員及び評議員の報酬及び費用に関する規則 

 

第１章 総 則 

（目 的） 

第１条 この規則は、公益財団法人日本科学技術振興財団の定款第１８条及び第３６条の規

定に基づき、役員及び評議員の報酬及び費用に関し必要な事項を定める。 

 

（定 義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

 （１）役員  定款第２９条に定める理事及び監事をいう。 

 （２）常勤役員  理事又は監事のうち、この法人を主たる勤務場所とするものをいう。 

 （３）非常勤役員  理事又は監事のうち、常勤役員以外のものをいう。 

 （４）評議員  定款第１５条に定める評議員をいう。 

 （５）報酬  一般社団･財団法人法第８９条、第１０５条及び第１９６条並びに公益法

人認定法第５条第１３号に定める報酬等をいい、年俸その他の職務遂行の対価として

受ける財産上の利益をいう。 

 （６）費用  役員又は評議員の職務遂行に伴い発生する交通費、通勤費、旅費、宿泊費

などの費用をいう。 

２ 前項第５号の報酬と第６号の費用とは、明確に区分して取り扱うものとする。 

 

第２章 理事の報酬 

（報酬を受ける理事） 

第３条 理事のうち、この法人が報酬を支払うものは、次の各号の区分により、理事会にお

いて報酬支払い承認の決議を経たものをいう。 

 （１）常勤の理事 

 （２）非常勤の理事で、理事会の決議により特別な職務を執行する理事 

 

（報酬基準額） 

第４条 この法人の常勤の理事の報酬基準額は年俸とし、理事の職位ごとに、別表「常勤理

事報酬基準額」のとおりとする。 

２ 非常勤の理事の報酬基準額は、その職位に応じて、別表「常勤理事報酬基準額」の年俸

額の１０分の１とする。 

３ 第１項の報酬基準額は、社会通念に基づいて、この法人の経営内容、使用人の給与等と

のバランスを考慮して決定するものとする。 
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（報酬額の決定） 

第５条 前条の規定に基づいて、各理事に支払う報酬額は、評議員会が定める総額の範囲内

で、理事会の決議による。 

２ 前項にかかわらず、常勤の理事の報酬については、理事会の決議によって、業績その他

の理由により、減額の措置を取ることができる。 

 

（報酬の支払い時期） 

第６条 理事に支払う月額報酬は、原則として使用人への支払い時期と同一とする。ただし、

第３条第２号の非常勤の理事については、当該理事と協議して決定する。 

 

第３章 監事の報酬 

（報酬を受ける監事） 

第７条 監事のうち、この法人が報酬を支払うものは、次の各号の区分により、評議員会に

おいて報酬支払い承認の決議を経たものをいう。 

 （１）公認会計士、税理士、弁護士等の国家資格を有し、監査業務に関し専門的な見識を

持つと認められるもの 

 （２）非常勤の監事で、定款第１４条に定める事業報告及び決算書等の監査とともに、年

間を通じて、この法人の監査業務に従事するもの 

 

（報酬基準額） 

第８条 前条第１号の監事については、本人との協議に基づき、この法人の監査を全うする

に必要とされる社会通念上妥当な金額とする。 

２ 前条第２号の監事については、別表「常勤理事報酬基準額」を準用し、その理事の年俸

額の金額の１０分の１以下の金額で、当該監事と合意した金額とする。 

 

（報酬の支払い時期） 

第９条 監事に対する報酬の支払い時期については、監事と協議して決定する。 

 

第４章 評議員の報酬 

（評議員の報酬） 

第１０条 評議員は、原則として無報酬とする。ただし、評議員会に出席したものに対して

は、２万円以下の日当を支払うことができる。 

２ 前項のほか、評議員会の決議により特別な職務執行をしたものに対しては、１事業年度

につき５０万円を超えない範囲で、報酬を支払うことができる。 
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第５章 費用の支払い 

（費用の支払い） 

第１１条 常勤の理事が業務を執行するについて発生する費用については、この法人の経理

規程に従って支払うものとする。 

２ 非常勤の理事が業務を執行するについて発生する費用については、請求書又は領収書等

の徴憑を添えて、この法人の総務部に請求する。総務部においては、徴憑等を確認のう

え、遅滞なく支払うものとする。 

３ 監事が業務を執行するについて発生する費用については、請求書又は領収書等の徴憑を

添えて、この法人の総務部に請求する。総務部においては、徴憑等を確認のうえ、あら

かじめ監事と合意した時期に支払うものとする。 

４ 評議員が業務を執行するについて発生する費用については、第２項の非常勤の理事に準

じて取り扱う。 

 

（交通費） 

第１２条 役員及び評議員について、通勤の実態に応じて交通費の実費を支給する。 

２ 理事長、副理事長及び常勤の理事には、グリーン車の利用を認める。ただし、新幹線の

グリーン車使用は認めない。 

 

第６章 雑 則 

（公 表） 

第１３条 この法人は、この規則をもって、公益法人認定法第２０条第２項により公表すべ

き報酬等の支給の基準とする。 

 

（改 正） 

第１４条 この規則の改正は、評議員会の決議による。 

 

（補 則） 

第１５条 この規則の実施に関し必要な事項は、理事会の承認を得て、理事長が定めるもの

とする。 
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    別表 「常勤理事報酬基準額」（単位：千円） 

役職別 年俸 

理事長・副理事長 16,000～21,000 

専務理事 15,000～20,000 

常務理事 11,000～16,000 

理事 8,000～13,000 

 

                                     以上 


